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第
20
回

六
条
本
圀
寺
は
ど
こ
へ

■

本
圀
寺
の
故
地

大
宮
花
屋
町
の
北
東
の
一
角
に
は
、
旧
淳
風
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。
第
17

回
で
は
、
隣
接
す
る
旧
下
京
図
書
館
の
建
物
に
つ
い
て
、
す
こ
し
だ
け
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
こ
を
起
点
に
、
六
条
本
圀
寺
の
栄
華
の
跡
を
　た
ど辿　
り

ま
し
ょ
う
。
第
17
回
の
後
半
で
紹
介
し
た
地
域
の
東
側
で
す
。

花
屋
町
一
筋
北
の
旧
淳
風
小
学
校
の
北
側
に
沿
っ
た
と
こ
ろ
に
、「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
六
条
本
圀
寺
西
門
の

跡
。
こ
の
碑
か
ら
東
方
を
望
む
と
門
が
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
か
っ
て
の
本

圀
寺
仁
王
門
の
跡
。
現
在
は
、
門
の
あ
る
土
塀
の
東
側
は
、
西
本
願
寺
の
駐

車
場
と
聞
法
会
館
（
宿
泊
施
設
）
が
あ
る
の
み
。
も
は
や
仁
王
門
も
な
く
、

さ
ら
に
は
本
圀
寺
の
伽
藍
の
跡
形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
北
側
は
、
京
都
東
急
ホ

テ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

車
が
止
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
わ
ず
か
だ
け
、
と
い
う
だ
だ
っ
広
い
駐
車

場
を
眺
め
る
と
、
つ
い
半
世
紀
前
ま
で
は
、
こ
こ
に
本
圀
寺
が
あ
っ
た
こ
と

が
信
じ
ら
れ
な
い
風
景
で
す
。
し
か
も
、
今
は
西
本
願
寺
の
駐
車
場
。
本
圀

寺
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
山
科
移
転
（
昭
和
四
六
年
〔
一
九
六
一
年
〕）
の

前
後
の
様
子
を

時
を
経
て
本
寺
末
寺
の
解
体
、
敗
戦
に
よ
る
農
地
改
革
、
寺
所
の

散
失
な
ど
の
時
運
に
抗
し
難
く
、

•　護
•　山
•　の
•　不
•　詳
も
相
ま
っ
て
山
門

本
圀
寺
題
目
碑

本
圀
寺
題
目
碑
か
ら
東
方
を
望
む

の
衰
勢
そ
の
極
み
に
達
す
る
（
傍
点
は
筆
者
）

h
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:
/
/
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/
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i
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r
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y
.
h
t
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と
記
し
て
あ
り
ま
す
。
内
情
は
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
組
織

が
、
最
後
に
は
内
側
か
ら
崩
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
残
念
さ
が
あ
ふ

れ
た
説
明
文
で
す
。

■

江
戸
時
代
以
前
の
六
条
本
圀
寺

本
圀
寺
（
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
年
代
に
よ
っ
て
区
別
す
る
の
が
や
や
こ
し

い
の
で
、
本
国
寺
と
表
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
回
で
は
本
國
寺
ま
た
は

本
圀
寺
と
表
記
し
ま
す
）
は
、
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）。
現
在
山
科
区
御
陵
大

岩
に
移
転
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
四
六
年
〔
一
九
六
一
年
〕
ま
で
は
、
こ
の

地
に
伽
藍
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

室
町
時
代
の
始
ま
ろ
う
と
す
る
南
北
朝
時
代
、
貞
和
元
年
〔
一
三
四
五
〕。

本
國
土
妙
寺
を
鎌
倉
よ
り
京
都
六
条
に
移
転
し
、
本
國
寺
と
改
め
た
の
が
最

初
で
す
。
こ
の
移
転
に
は
、
室
町
幕
府
を
始
め
た
足
利
尊
氏
が
絡
ん
で
い
ま
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町
名
看
板
の
所
在
（
旧
本
圀
寺
付
近
・
五
条
通
よ
り
南
）

す
。
の
ち
に
南
朝
と
し
て
対
立
す
る
後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
寺
は
日
蓮
宗
妙
顕

寺
で
し
た
が
、
こ
れ
と
対
抗
す
る
た
め
に
、
本
國
寺
を
京
都
に
移
転
さ
せ
、

尊
氏
の
擁
立
し
た
光
明
天
皇
（
北
朝
）
の
勅
願
寺
と
し
ま
し
た
。
寺
伝
に
よ

れ
ば
、
祖
師
堂
建
設
に
は
足
利
尊
氏
・
義
詮
の
用
材
寄
進
、
客
殿
・
五
重
塔

は
足
利
義
満
の
用
材
寄
進
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）

は
京
都
の
町
衆
を
中
心
に
広
が
り
、
室
町
時
代
半
ば
（
一
五
世
紀
の
後
半
）

に
は
、
本
國
寺
を
ふ
く
む
二
一
箇
寺
の
本
山
を
数
え
る
ま
で
に
強
大
に
な
り

ま
し
た
。

室
町
時
代
の
後
半
に
は
、町
の
自
治
と
自
衛
の
た
め
に
武
装
し
、天
台
宗
と

対
立
し
ま
し
た
。
天
台
宗
山
門
と
六
角
氏
（
近
江
の
守
護
）
ら
が
同
盟
し
て
、

京
都
の
二
一
本
山
を
焼
き
討
ち
し
た
の
が
　て
ん
ぶ
ん
ほ
っ
け

天
文
法
華　
の
乱
（
天
文
五
年
〔
一

五
三
六
〕）。焼
失
し
た
本
國
寺
は
、一
時
京
都
を
離
れ
ま
す
が
、天
文
一
六
年

〔
一
五
四
七
〕に
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。わ
か
り
や
す
い
解
説
が
、京
都
フ
ィ
ー

ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
）
の
人
名
・
寺
社
・
事
項
一
覧

h
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/
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t
m
l

の
中
に
あ
り
ま
す
（
都
市
史
解
説
シ
ー
ト
一
五
「
天
文
法
華
の
乱
」）。

永
禄
一
二
年
〔
一
五
六
九
〕
に
は
、
本
國
寺
の
変
。
織
田
信
長
に
奉
じ
ら

れ
て
入
洛
し
た
足
利
義
昭
（
天
文
六
年
〔
一
五
三
七
〕
〜
慶
長
二
年
〔
一
五

九
七
〕）
は
、
本
國
寺
に
仮
御
所
を
お
き
ま
し
た
。
信
長
が
国
元
に
帰
っ
た

隙
を
つ
い
て
、
三
好
三
人
衆
が
襲
撃
し
た
事
件
が
、
本
國
寺
の
変
で
す
。

足
利
義
昭
は
室
町
幕
府
を
再
興
し
た
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
信
長
の

傀
儡
の
立
場
に
お
か
れ
た
の
で
、
こ
れ
に
不
満
を
も
ち
、
の
ち
に
織
田
信
長

と
対
立
。
天
正
一
〇
年
〔
一
五
八
二
〕
本
能
寺
の
変
で
、
織
田
信
長
死
亡
。

足
利
義
昭
は
こ
の
あ
と
も
生
き
抜
き
、
豊
臣
秀
吉
の
お
伽
衆
と
し
て
天
寿
を

全
う
し
た
の
は
、
凡
庸
で
は
で
き
な
い
こ
と
。
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
移
行
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す
る
と
き
に
あ
ら
わ
れ
た
後
白
河
法
皇
と
共
通
点
が
あ
り
ま
す
ね
（
第
12
回

参
照
）。
時
代
が
転
換
す
る
と
き
に
は
、
　け
ん
ぼ
う

権
謀　
　じ
ゅ
っ
す
う

術
数　
も
必
要
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。

本
國
寺
は
、
二
〇
〇
九
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
『
天
地
人
』
の
主

人
公
直
江
兼
継
の
関
連
で
い
え
ば
、
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）、
上
杉
景

勝
と
家
臣
直
江
兼
継
が
、
豊
臣
秀
吉
と
会
見
す
る
た
め
に
上
洛
し
た
際
に
、

本
國
寺
が
宿
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ド
ラ
マ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
眉

唾
も
の
。

本
國
寺
の
系
統
は
、
六
条
門
流
と
呼
ば
れ
、
日
蓮
宗
の
中
で
も
重
要
な
地

位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
熱
心
な
日
蓮
宗
信
者
で
あ
っ
た
加
藤
清
正

の
庇
護
を
受
け
た
あ
と
、
貞
享
二
年
〔
一
六
八
五
〕、
徳
川
光
圀
（
一
六
二

八
〜
一
七
〇
一
）
よ
り
圀
を
一
字
を
贈
ら
れ
、
本
圀
寺
と
な
り
ま
す
。
加
藤

清
正
は
、
国
元
の
肥
後
（
熊
本
県
）
に
も
、
日
蓮
宗
六
条
門
流
の
本
妙
寺
を

開
き
、
大
本
山
本
圀
寺
か
ら
「
六
条
門
流
九
州
総
導
師
」
の
寺
格
を
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

■

六
条
本
圀
寺
の
盛
衰

本
圀
寺
は
、
天
明
の
大
火
（
天
明
八
年
〔
一
七
八
八
年
〕）
で
類
焼
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
直
前
の
本
圀
寺
の
有
様
は
、
秋
里
籬
島
『
都
名
所
図

会
』
巻
之
二
「
本
圀
寺
」
の
図
（
西
南
方
向
か
ら
の
俯
瞰
図
）
か
ら
窺
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
俯
瞰
図
で
は
、
本
堂
の
東
に
、
五
重
塔
が
あ
る

こ
と
が
目
を
引
き
ま
す
。
仁
王
門
が
西
面
し
て
い
る
の
に
本
堂
が
南
面
し
て

い
る
の
は
、
西
本
願
寺
建
立
に
あ
た
っ
て
南
の
地
域
を
譲
渡
す
る
前
は
、
七

条
に
南
門
が
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
で
し
ょ
う
。
左
手
奥
に
は
、「
　ひ
と
ま
ろ
の
や
し
ろ

人
丸
社　
」

と
「
立
像
堂
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
図
右
下
隅
の
堀
の
そ
ば
に
建
っ
て
い

る
　し
ほ
う

四
方　
流
れ
（
　ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く
り

方
形
造　
）
の
建
物
は
「
経
蔵
」
で
、
天
明
の
大
火
に
唯
一

焼
け
残
っ
た
建
物
で
す
。
大
火
後
に
、
清
正
門
の
南
に
移
築
さ
れ
た
の
ち
、

さ
ら
に
山
科
へ
本
圀
寺
が
移
っ
た
と
き
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
（
重
要
文
化

財
）。『
都
名
所
図
会
』
の
説
明
の
中
に
は
、「
本
堂
」「
　り
ふ
ざ
う

立
像　
　だ
う堂　
」「
祖
師
堂
」

「
　せ
つ
だ
う

刹
堂　
」「
方
丈
」「
　ひ
と
ま
ろ
の
や
し
ろ

人
麿
社　
」「
　か
う
だ
い
せ
き

皐
諦
石　
」「
　お
し
ど
り
の

鴛
鴦　
　ま
ん
だ
ら

曼
陀
羅　
」（
現
在
も
山
科

本
圀
寺
の
残
存
）
な
ど
の
項
目
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

本
國
寺
（
本
圀
寺
）
は
、
加
藤
清
正
（
永
禄
五
年
〔
一
五
六
二
〕
〜
慶
長

一
六
年
〔
一
六
一
一
〕）
の
祈
願
所
・
菩
提
所
で
あ
り
、
見
開
き
の
ペ
ー
ジ

の
真
ん
中
奥
（
五
重
塔
の
北
側
）
に
、
加
藤
清
正
（
浄
池
院
）、
夫
人
（
清
浄

院
）、
娘
（
瑶
林
院
）
の
石
造
の
墓
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
清
正
と
夫
人
（
正
室
）
清
浄
院
の
間
に
生
ま
れ
た
八
十
姫
（
瑶
林
院
）

は
、
紀
伊
徳
川
頼
宣
の
正
室
に
な
り
、
紀
伊
二
代
目
の
徳
川
光
貞
を
生
ん
で

い
ま
す
（
ち
な
み
に
光
貞
の
子
吉
宗
は
、
徳
川
八
代
将
軍
で
す
）。
こ
の
墓

は
、
瑶
林
院
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

天
明
の
大
火
（
天
明
八
年
〔
一
七
八
八
年
〕）
で
堂
宇
・
塔
頭
の
大
半
を

消
失
。
徐
々
に
復
興
し
て
ゆ
き
ま
す
が
（
千
木
良
礼
子
、
平
成
一
六
年
度
日

本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告
集9003

、
九
六
九
ペ
ー
ジ(

二
〇
〇
四
）

参
照
）、
五
重
塔
と
本
堂
は
再
建
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
始
め
の
図
面
『
寺
地
画
図
』
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ

た
復
興
の
結
果
を
、
最
終
的
に
示
し
て
い
ま
す
。
塔
頭
を
含
め
た
寺
域
は
、

北
は
松
原
通
か
ら
南
は
（
現
在
の
）
花
屋
町
通
ま
で
。
当
時
は
、
五
条
通

も
花
屋
町
通
も
ま
だ
開
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
概
略
を
つ
か
む
た
め
に
、

色
を
変
え
て
追
加
し
て
お
き
ま
し
た
。
図
中
で
、「
跡
」
と
し
て
あ
る
の
は
、

再
建
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
本
堂
跡
」
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『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
〕）
本
圀
寺

の
図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ

り
引
用
）

明
治
四
年
〔
一
八
七
一
〕
の
『
寺
地
画
図
』

櫻
井
敏
雄
、
長
池
秀
崇
、
青
柳
慶
賢
、
平
成
一
三
年
度
日
本
建
築
学
会
近
畿
支

部
研
究
報
告
集9

0
0
1

、
七
三
三
ペ
ー
ジ

(2
0
0
1
)

掲
載
の
図
を
も
と
に
、
説

明
文
字
を
入
れ
替
え
。

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
堂
は
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
祖
師
堂
」
は
も
と
の
位
置
に
再
建
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
焼
失
し
な
か
っ
た
）

こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
壇
林
と
は
、
僧
侶
養
成
の
た
め
の
学
問
所
の

こ
と
で
す
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
六
条
本
圀
寺
の
様
子
は
、『
重
要
文
化
財
本

圀
寺
経
蔵
（
輪
蔵
）
移
築
工
事
報
告
書
』
建
築
研
究
協
会
編
集
、
本
圀
寺

（
一
九
七
九
）
の
平
面
図
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
重
要
文
化
財
の
本
圀
寺
経
蔵

（
天
明
の
大
火
で
唯
一
焼
け
残
っ
た
建
物
）
を
山
科
本
圀
寺
に
移
築
し
た
と
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本
圀
寺
旧
境
内
略
図
。

（『
重
要
文
化
財
本
圀
寺
経
蔵
（
輪
蔵
）
移
築
工
事
報
告
書
』

建
築
研
究
協
会
編
集
、
本
圀
寺
、
一
九
七
九
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
1
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d
i
o
n
.
n
e
.
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p
/
~
s
_
m
i
n
a
g
a
w
a
/
n
_
1
6
_
h
o
n
k
o
k
u
3
.
h
t
m

よ
り
え
た
図
に
堂
宇
名
称
な
ど
振
り
替
え
。）

き
の
報
告
書
で
す
。
こ
の
平
面
図
は
、
明
治
四
年
〔
一
八
七
一
〕
の
『
寺
地

画
図
』
か
ら
塔
頭
部
分
を
除
い
た
地
域
（
壇
林
・
方
丈
・
本
圀
寺
境
内
）、
つ

ま
り
『
都
名
所
図
会
』（
巻
之
二
本
圀
寺
の
図
）
に
描
か
れ
た
の
と
同
じ
地

域
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
三
つ
の
図
を
比
較
す
る
と
、
結
局
、
本
堂

（
も
と
は
南
面
）
は
も
と
の
位
置
に
再
建
さ
れ
ず
、
方
丈
内
の
旧
客
殿
（
西

面
）
が
も
と
の
位
置
か
ら
少
し
東
寄
り
に
再
建
さ
れ
て
、
本
堂
と
し
て
代
用

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
代
用
さ
れ
た
本
堂
と
清
正
廟
の
間
に
、
立
像

堂
が
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
平
面
図
か
ら
、
人
丸
社
は
、「
柿
本
社
」
と

し
て
、
も
と
の
位
置
に
再
建
さ
れ
た
と
推
測
で
き
ま
す
。
清
正
門
（
明
治
四

年
の
図
の
四
脚
門
）
は
、
通
称
赤
門
（
あ
る
い
は
開
運
門
）
と
よ
ば
れ
、
加

藤
清
正
が
寄
進
し
た
山
門
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
新
撰
京
都
名
所
図
会
』
四
巻
、
竹
内
俊
則
、
白
川
書
院
（
一
九
六
二
）

に
、
昭
和
期
の
本
圀
寺
の
俯
瞰
図
（
西
南
方
向
か
ら
）
が
載
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
俯
瞰
図
と
『
重
要
文
化
財
本
圀
寺
経
蔵
（
輪
蔵
）
移
築
工
事
報
告
書
』

の
平
面
図
と
は
、
建
物
の
配
置
が
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
ま
す
。

■

清
正
廟
の
変
遷

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
六
条
本
圀
寺
」
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
1
.
d
i
o
n
.
n
e
.
j
p
/
~s
m
i
n
a
g
a
w
a
/
n
1
6
h
o
n
k
o
k
u
3
.
h
t
m

）
を
見
て
い

ま
し
た
ら
（
こ
の
サ
イ
ト
は
六
条
本
圀
寺
関
係
の
情
報
が
豊
富
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
本
回
の
記
述
は
、
多
く
を
こ
の
サ
イ
ト
の
情
報
に

負
っ
て
い
ま
す
）、
清
正
廟
に
関
し
て
お
も
し
ろ
い
報
告
（
千
木
良
礼
子
「
本

圀
寺
清
正
堂
の
普
請
に
関
す
る
研
究
〜
『
田
中
家
文
書
』
を
基
本
史
料
と
し

て
」
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集9066

、
一
三
一
ペ
ー
ジ
（
北
海

道
、
二
〇
〇
四
）
参
照
）
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、

原
報
告
に
当
た
っ
て
概
略
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
（
筆
者
の
個
人
的
な
感
想
が

ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
、
原
報
告
の
著
者
の
所
属
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
）
は
、

定
年
ま
で
筆
者
が
勤
務
し
て
い
た
大
学
で
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
）。

千
木
良
論
文
の
骨
子
は
、

1
天
保
一
一
年
〔
一
八
四
〇
〕
の
「
大
光
山
御
廟
所
別
当
・
蛇
目
構
、
浄
池

院
殿
大
神
儀
　
御
廟
所
并
御
拝
所
廻
廊
惣

•　再
•　建
ニ
付
御
寄
進
帳
」（
傍

点
筆
者
）
な
ど
の
田
中
家
文
書
に
「
再
建
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
こ
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『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
（
一
七
八
〇
）

『
普
請
願
書
』（
一
八
五
六
）

『
寺
地
画
図
』（
一
八
七
一
）

と
。
な
お
、
浄
池
院
は
、
加
藤
清
正
の
こ
と
。

2
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
の
普
請
願
書
に
、「
　ラ乍
レ　
恐
　ル奉
レ　
　ヒ願
二　
普
請
模
様

　ヲ替
一　
」
と
い
う
表
題
が
あ
り
、
大
破
し
た
た
め
に
改
築
し
た
い
旨
の
記

載
が
あ
る
こ
と
。

こ
の
論
文
で
は
、「

•　再
•　建
」
の
表
現
を
重
く
み
て
、
清
正
堂
の
覆
屋
が
す
で

に
あ
っ
て
、
天
明
の
大
火
〔
一
七
八
八
年
〕
の
と
き
に
類
焼
し
、
天
保
一
一

年
〔
一
八
四
〇
〕
に
な
っ
て
よ
う
や
く

•　再
•　建
さ
れ
た
と
い
う
前
提
に
た
っ
て

い
ま
す
。

本
書
で
引
用
し
た
『
都
名
所
図
会
』
本
圀
寺
の
図
（
天
明
の
大
火
直
前
）

か
ら
切
り
取
っ
た
清
正
・
夫
人
・
息
女
の
墓
の
部
分
図
を
載
せ
ま
す
。
こ
の

図
に
よ
り
、
三
基
の
石
造
の
墓
に
　お
お
い
や

覆
屋　
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
天
保
一
一
年
〔
一
八
四
〇
〕
史
料
に
よ
る
「

•　再
•　建
」
が
事
実
と
す

れ
ば
、
天
明
の
大
火
の
あ
と
、
天
保
一
一
年
以
前
に
、
い
つ
の
頃
か
覆
屋
が

付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
、
天
保
一
一
年
の
時
点
で
覆
屋
が
壊

れ
て
い
た
（
あ
る
い
は
な
く
な
っ
て
い
た
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

こ
れ
は
、
不
自
然
な
感
じ
が
し
ま
す
。

上
記
「
六
条
本
圀
寺
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
保
一

一
年
〔
一
八
四
〇
〕
史
料
に
見
ら
れ
る
「

•　再
•　建
」
の
文
字
が
、「
清
正
廟
に

は
も
と
も
と
覆
屋
が
あ
り
、
天
明
の
大
火
で
ほ
か
の
堂
宇
と
と
も
に
類
焼
し

た
」
と
い
う
当
時
の
誤
解
（
思
い
込
み
）
に
基
づ
く
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
推
論
に
よ
る
と
、
清
正
堂
の
覆
屋
は
再
建
で
は
な
く
て
（
も
と
も
と
存

在
せ
ず
）、
天
保
一
一
年
〔
一
八
四
〇
〕
に
な
っ
て
初
め
て
作
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
説
の
ほ
う
が
、
納
得
が
ゆ
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、「
当
時
の
誤
解
で
あ
る
」
の
を
実
証
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
む
ず
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か
し
い
。

安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
の
普
請
願
書
に
付
属
す
る
清
正
堂
普
請
絵
図

（
千
木
良
論
文
か
ら
、
説
明
文
字
を
入
れ
替
え
て
引
用
）
に
は
、
北
か
ら
、
息

女
（
瑶
林
院
）
と
夫
人
（
清
浄
院
）
の
墓
に
共
通
の
覆
屋
、
加
藤
清
正
（
浄

池
院
）
の
墓
に
は
単
独
の
覆
屋
を
付
け
る
図
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。『
寺

地
画
図
』（
一
八
七
一
）
の
清
正
廟
の
部
分
に
は
何
も
説
明
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
切
り
取
っ
た
部
分
図
に
、
推
定
し
た
清
正
廟
な
ど
の
説
明
を
色
を
換
え

て
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。『
寺
地
画
図
』（
一
八
七
一
）
の
部
分
図
の
図
形

（
矩
形
と
正
方
形
）
は
、『
普
請
願
書
』（
一
八
五
六
）
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
沿
っ

て
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
東
側
か
ら
南
側
に
至
る
曲
形

の
図
形
は
、『
都
名
所
図
会
』
や
『
普
請
願
書
』
に
描
か
れ
た
池
と
同
じ
と

み
な
せ
る
よ
う
で
す
。

安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
史
料
に
「
大
破
に
よ
る
改
築
」
と
あ
る
か
ら
に

は
、
天
保
一
一
年
〔
一
八
四
〇
〕
史
料
に
よ
る
再
建
（
実
は
新
築
？
）
の
あ

と
、
安
政
三
年
〔
一
八
五
六
〕
史
料
に
よ
る
再
建
ま
で
の
十
六
年
間
に
、
覆

屋
が
大
破
す
る
よ
う
な
災
害
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
た
と
え

ば
、
嘉
永
七
年
〔
一
八
五
四
〕
一
一
月
と
安
政
元
年
〔
一
八
五
四
〕
一
二
月

に
京
都
南
部
・
伊
賀
大
地
震
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
原
因
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
台
風
な
ど
も
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
）。

さ
ら
に
昭
和
期
の
『
新
撰
京
都
名
所
図
会
』（
一
九
六
二
）
の
俯
瞰
図
で

は
、
北
側
の
二
基
の
墓
に
は
覆
屋
は
な
く
、
覆
屋
と
し
て
は
清
正
堂
の
み
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
経
蔵
移
築
図
（
一
九
七
九
）
に
は
、
覆
屋
が
な
い
た
め

夫
人
・
息
女
の
墓
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
色
を
変
え
て
補
っ
て
お
き

ま
し
た
。

清
正
廟
は
、
山
科
の
本
圀
寺
に
移
さ
れ
て
（
覆
屋
は
、
六
条
本
圀
寺
の

経
蔵
移
築
図
（
一
九
七
九
）
『
新
撰
京
都
名
所
図
会
』（
一
九
六
二
）

も
の
と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）、「
清
正
宮
」
と
し
て
現
在
も
残
っ
て
い
ま

す
。
金
ぴ
か
の
鳥
居
が
目
印
で
す
。

■

猪
熊
通
沿
い
の
塔
頭
（
子
院
）

往
時
を
振
り
返
る
の
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
、
実
際
に
こ
の
近
辺
を
歩
い

て
み
ま
し
ょ
う
。
淳
風
小
学
校
の
北
側
に
沿
っ
た
通
り
を
東
に
突
き
当
た
っ

て
、
猪
熊
通
北
上
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の
通
り
に
は
、
南
か
ら
、
了
円

院
〔
了
圓
院
〕、
勧
持
院
、
松
陽
院
、
林
昌
院
、
本
妙
院
、
松
林
院
、
智
妙

院
、
本
実
院
〔
本
實
院
〕
が
並
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
本
圀
寺
が
山
科

に
移
転
し
た
あ
と
に
残
っ
た
塔
頭
。

勧
持
院
（
下
京
区
猪
熊
通
五
条
下
ル
柿
本
町
）
は
、
慶
長
期
（
一
五
九
六

〜
一
六
一
五
）
に
加
藤
清
正
が
壇
越
と
し
て
建
設
、
清
正
は
こ
の
寺
か
ら
朝
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勧
持
院

鮮
へ
出
兵
し
た
と
い
い
ま
す
。
向
か
っ
て
左
の
門
柱
に
は
、「
加
藤
清
正
公

御
宿
院
の
寺
」
と
い
う
木
札
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
右
に
は
、「
安
中
山
勧

持
院
」
と
「
詮
量
院
寺
務
所
」
の
木
札
。
そ
の
足
下
に
、「
清
正
公
」
の
石

碑
。
天
明
の
大
火
で
類
焼
。
そ
の
後
再
建
し
て
い
ま
す
。
清
正
作
と
い
わ
れ

て
い
る
枯
山
水
庭
園
が
あ
り
ま
す
が
、
普
段
は
、
非
公
開
。
そ
の
ほ
か
に
、

清
正
の
井
や
紀
貫
之
を
祭
る
福
大
明
神
祠
。
こ
の
社
に
つ
い
て
は
、
第
17
回

「
福
神
社
」
の
紹
介
の
中
で
も
ふ
れ
ま
し
た
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
に

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ふ
く
だ
い
み
や
う
じ
ん
の
や
し
ろ

福
大
明
神
社　
　
勧
持
院
に
あ
り
。
祭
神
紀
貫
之
の
霊
に
し
て
、

衣
冠
の
木
像
な
り
。
天
文
五
年
七
月
社
辺
焼
失
の
時
、
神
像
を
他
家
に

う
つ
し
け
れ
ば
、
時
々
怪
異
あ
り
、
再
び
当
院
に
う
つ
し
、
社
を
建
て

て
安
置
す
。
上
冷
泉
為
村
卿
、
殊
に
尊
敬
し
給
ひ
、
近
年
祠
を
修
補
し

給
ふ
。

林
昌
院
、
松
林
院
、
本
妙
院
の
山
門
の
写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

林
昌
院
の
傍
ら
に
は
、
赤
い
鳥
居
の
鎮
守
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
松
林
院
で

は
、
門
前
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
碑
。
題
目
が
蓮
華
の
上
に
乗
っ

て
い
ま
す
。

五
条
通
か
ら
南
へ
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
本
実
院
〔
本
實
院
〕
と
智
妙
院
。

続
い
て
、
猪
熊
通
か
ら
五
条
通
に
で
て
西
へ
。
今
度
は
、
一
筋
西
の
黒
門

通
を
南
下
し
ま
す
。
こ
こ
に
、
町
名
看
板
「
黒
門
通
五
條
下
ル
柿
本
町
」
1©

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■

猪
熊
関
白
と
柿
本
社

六
条
本
圀
寺
の
故
地
は
、
柿
本
町
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、『
都
名
所

図
会
』
本
圀
寺
図
の
左
手
奥
に
も
描
か
れ
て
い
る
「
　ひ
と
ま
ろ
の
や
し
ろ

人
丸
社　
」（
別
名
「
柿

本
社
」）
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
本
文
の
説
明
で
は
、「
　ひ
と
ま
ろ
の
や
し
ろ

人
麿
社　
　
方
丈
の

庭
に
あ
り
。
尊
氏
公
こ
ゝ
に
楼
を
建
て
観
柳
亭
と
な
づ
く
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
続
編
で
あ
る
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
一
で
は
、「
人
麿
社
」
の
説
明

を
さ
ら
に
補
充
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　ひ
と
ま
ろ
の
や
し
ろ

人
麿
社　
　
方
丈
の
北
に
あ
り
。
初
は
紀
貫
之
の
勧
請
な
り
。
俊
成
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林
昌
院

松
林
院

本
妙
院

本
実
院

智
妙
院

卿
も
亦
尊
信
し
給
ひ
て
、
社
を
修
補
し
給
ふ
。
其
後
荒
廃
し
て
一
堆
の

塚
の
み
遺
れ
り
。
こ
れ
を
人
麿
塚
を
号
す
。
貞
和
元
年
当
寺
を
鎌
倉
よ

り
う
つ
す
時
、
足
利
尊
氏
公
神
祠
を
再
営
し
給
ひ
、
和
歌
を
詠
ず
。

行
く
水
の
柳
に
淀
む
根
を
と
へ
ば

い
つ
か
む
か
し
の
人
丸
の
塚
　
　
　
尊
氏

　く
ろ
も
ん
ど
お
り

黒
門
通　
　ご
じ
ょ
う

五
條　

　さ
が下　
ル
　か
き
の
も
と
ち
ょ
う

柿
本
町　
1©
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『
山
城
名
跡
巡
行
志
』
第
一
の
「
本

•　國
寺
」
の
中
に
「
人
丸
社
」
の
項
が

あ
り
、人

丸
社
　　在二　
方
丈

　北
一　
南
向　
　所
レ　
祭
柿
　ノ本　
人
丸
　紀貫
之
勧
請
其
後
　為
二　
洪
　水
一　
亡
社
地
殆

世
人
　云
二　
人
丸
　塚
一　
其
後
俊
成
卿
再
興
　

（
書
き
下
し
文
）

　ひ
と
ま
ろ
の
や
し
ろ

人
丸
社　
（
方
丈
の
北
に
在
り
。
南
向
）。
　ま
つ祭　
る
　と
こ
ろ所　、
　か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

柿
本
人
丸　

（
　き
の
つ
ら
ゆ
き

紀
貫
之　
、
　
く
わ
ん
じ
や
う

勧
請　
す
。
　そ
の其　
の
　の
ち後　
、
　こ
う
ず
い

洪
水　
の
　た
め為　
に
、
　し
や
ち

社
地　
の
　ほ
と
ん殆　ど
を

失
う
。
　せ
じ
ん

世
人　
、
　ひ
と
ま
ろ
づ
か

人
丸
塚　
と
　い云　
う
。
其
の
後
、
　し
ゆ
ん
ぜ
い
き
や
う

俊
成
卿　
、
　さ
い
こ
う

再
興　
す
）。

と
い
う
記
載
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
紀
貫
之
の
勧
請
や
俊
成
卿
の
再
興
は

あ
く
ま
で
も
伝
承
と
み
な
し
た
方
が
よ
く
、
こ
れ
ら
の
記
載
を
除
い
た
部
分

が
、
実
際
に
近
い
と
み
な
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

こ
の
「
人
丸
社
」（「
柿
本
社
」）
の
名
残
が
、
現
在
の
町
名
「
柿
本
町
」
に

残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、「
こ
の
地
に
柿
本
人
麿
を
祭
っ
た
神
社
を
建
て
た

の
は
だ
れ
だ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
は
残
っ
た
ま
ま
で
す
。
山
科
に
移
転
し
た

本
圀
寺
に
は
、
旧
柿
本
社
の
神
像
で
あ
っ
た
柿
本
人
麿
像
が
残
っ
て
お
り
、

本
圀
寺
創
建
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
に
な

る
の
で
、「
本
圀
寺
創
建
以
前
」
と
い
う
の
を
、
こ
こ
で
詮
索
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

現
在
の
柿
本
町
の
一
帯
は
、
鎌
倉
初
期
に
近
衛
　い
え
ざ
ね

家
実　
（
家
實
、
治
承
三
年

〔
一
一
七
九
〕
〜
仁
治
三
年
〔
一
二
四
三
〕）
が
、
父
近
衛
基
通
か
ら
伝
領
さ

れ
て
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
近
衛
家
実
は
、「
猪
熊
（
猪

隈
）
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

『
山
城
名
勝
志
』
巻
五
の
「
猪
熊
殿
」
の
記
載
は
、

猪
熊
殿
　六　ノ條　
北
堀
　ノ川　
西
、
○
本
國
寺
方
　ノ丈　
北
　ニ端　
　有
二　
御
　ノ所　
　
、
跡
一　

　ノ古　
　ノ堀　
跡
　残
二　
于
　
、
今
一　

又
　ノ柿　
　ノ本　
社
　在
二　
同
　
、
所
一　

　

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕、『
改
定
史
籍
集
覧
』
二

二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
（
一
九
八
四
）、
新
加
通
記
類
第
一
八
。

（
書
き
下
し
文
）

　ゐ
の
く
ま
ど
の

猪
熊
殿　
（
　ろ
く
で
う

六
條　
の
北
、
　ほ
り
か
わ

堀
川　
の
西
。
○
本
國
寺
方
丈
の
北
端
に

　ご
し
よ

御
所　
の
跡
有
り
。
　
い
に
し
へ
古　
の
堀
の
跡
、
今
に
残
れ
り
。
又
、
　か
き
の
も
と
の
や
し
ろ

柿
本
社　
、

同
所
に
在
り
。）

と
な
っ
て
お
り
、
本
圀
寺
（
本
國
寺
）
が
造
営
さ
れ
る
ず
っ
と
以
前
は
、
近

衛
家
の
邸
宅
だ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
山
城
名
勝
志
』
で
は
、
本
圀
寺
（
本
國
寺
）
の
方
丈
の
北
端
に
、
屋
敷

跡
が
あ
り
、
古
い
堀
の
あ
と
が
残
っ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同

じ
箇
所
に
柿
本
社
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、『
山
城

名
勝
志
』
は
、
は
っ
き
り
と
は
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、「
猪
熊
殿
に
柿
本
社

が
祭
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
暗
に
匂
わ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

暗
に
匂
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
、
実
証
す
る
こ
と
は
大
変
に
む
ず
か
し
い
。
こ

こ
で
は
、「
猪
熊
殿
」
の
周
辺
で
お
き
た
こ
と
を
紹
介
し
て
、
お
茶
を
濁
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

『
古
今
著
聞
集
』
に
「
天
慶
五
年
蕃
客
の
戯
れ
の
例
に
依
り
て
順
徳
院

御
位
の
時
賭
弓
を
御
眞
似
の
事
」
と
い
う
説
話
が
あ
り
ま
す
。
天
皇
の
真
似

を
す
る
と
い
う
悪
ふ
ざ
け
の
一
件
を
、
熊
野
詣
に
出
か
け
て
い
た
後
鳥
羽
院

（
院
政
は
建
久
九
年
〔
一
一
九
八
〕
か
ら
開
始
。
承
久
の
変
で
敗
れ
て
隠
岐

に
流
さ
れ
た
の
が
承
久
三
年
〔
一
二
二
一
年
〕）
か
ら
叱
ら
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
話
で
す
。
観
客
と
し
て
呼
ば
れ
た
中
に
、
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猪
熊
殿
の
關
白
に
お
は
し
ま
し
け
る
、
光
明
峰
　の寺　
入
道
殿
の
左

大
臣
に
て
　（
お
）を　は
し
ま
し
け
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
三
（
公
事
第
四
）
一
〇
五
、
岩
波
古
典
文
学
体
系
八
四
（
一

九
六
六
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
猪
熊
殿
こ
と
近
衛
家
実
（
治
承
三
年
〔
一
一
七
九
〕

〜
仁
治
三
年
〔
一
二
四
三
〕）
が
関
白
に
な
っ
た
の
は
、
元
久
三
年
〔
一
二

〇
六
〕。
光
明
峰
寺
の
入
道
殿
は
、
九
条
道
家
（
建
久
四
年
〔
一
一
九
三
〕
〜

建
長
四
年
〔
一
二
五
二
〕）
の
こ
と
で
、
左
大
臣
に
な
っ
た
の
は
、
建
保
六

年
〔
一
二
一
八
〕
で
す
。

『
増
鏡
』
第
二
「
新
島
も
り
」
の
中
に
、
承
久
の
変
に
至
る
直
前
の
様
子
が

次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
て
、
近
衛
家
実
と
九
条
道
家
も
登
場
し
ま
す
。

か
や
う
の
ま
ぎ
れ
に
て
　し
よ
う
き
う

承
久　
も
　み
と
せ

三
年　
に
な
り
ぬ
。
　う
づ
き

四
月　
　は

つ

か

二
十
日　

　み
か
ど

御
門　
お
り
さ
せ
　た
ま給　
ふ
。
　と
う
ぐ
う

春
宮　
四
に
な
ら
せ
　た
ま給　
ふ
に
ゆ
づ
り
　ま
を申　
さ
せ

た
ま
ふ
。
　ち
か
ご
ろ

近
比　
　み
な皆　
こ
の
　お
ん
よ
は
ひ

御
齡　
に
て
　じ
ゆ
ぜ
ん

受
禪　
あ
り
つ
れ
ば
、
こ
れ
も
め

で
た
き
　お
ん
ゆ
く
す
ゑ

御
行
末　
な
ら
ん
か
し
。
　お
な同　
じ
き
廿
三
　に
ち日　
　ゐ
ん
が
う

院
號　
の
さ
だ
め
あ

り
て
、
　い
ま今　
お
り
さ
せ
給
へ
る
を
　し
ん
ゐ
ん

新
院　
と
聞
ゆ
れ
ば
、
　お
ん
あ
に

御
兄　
の
　ゐ
ん院　
を

ば
　な
か中　
の
　ゐ
ん院　
と
　ま
を申　
し
、
　ち
ゝ
み
か
ど

父
御
門　
を
ば
　ほ
ん
ゐ
ん

本
院　
と
ぞ
　き
こ聞　
え
さ
す
る
。
こ
の

ほ
ど
は
　い
え
ざ
ね

家
實　
の
　お
と
ど

大
臣　
、
　く
わ
ん
ぱ
く

關
白　
に
て
お
は
し
つ
れ
ど
、
　ご
じ
や
う
ゐ

御
讓
位　
の
　と
き時　

　さ
だ
い
じ
ん

左
大
臣　
　み
ち
い
へ

道
家　
の
　お
と
ど

大
臣　
　せ
つ
し
や
う

攝
政　
と
な
り
た
ま
ふ
。
か
の
あ
づ
ま
の
　わ
か
ぎ
み

若
君　

の
　お
ん
ち
ゝ

御
父　
な
り
。

『
水
鏡
・
大
鏡
・
今
鏡
・
増
鏡
』、
国
民
文
庫
刊
行
会(

一
九
一
〇
）
五
五
二
ペ
ー
ジ
。

退
位
し
た
　み
か
ど

御
門　
と
は
、
順
徳
天
皇
（
第
八
四
代
、
新
院
）。
　お
ん
あ
に

御
兄　
の
　ゐ
ん院　
と
は
、

す
で
に
退
位
し
て
い
る
土
御
門
天
皇
（
第
八
三
代
、
中
の
院
）。
　ち
ゝ
み
か
ど

父
御
門　
と

は
、
す
で
に
退
位
し
て
い
る
後
鳥
羽
天
皇
（
第
八
二
代
、
本
院
）。
四
歳
に

な
っ
た
　と
う
ぐ
う

春
宮　
と
は
、
即
位
し
て
仲
恭
天
皇
（
第
八
五
代
）。
承
久
の
変
で
敗

れ
た
後
鳥
羽
上
皇
は
隠
岐
へ
流
さ
れ
、
仲
恭
天
皇
は
、
わ
ず
か
三
箇
月
た
ら

ず
で
廃
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
現
代
語
訳
）

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
　
じ
ょ
う
き
ゅ
う

承
久　
三
年

に
な
り
ま
し
た
。
四
月
二
十
日
に
順
徳
天
皇
は
ご
退
位
さ
れ
、
四

歳
に
な
ら
れ
た
皇
太
子
に
位
を
お
譲
り
に
な
り
ま
し
た
。
近
頃
は

皆
こ
の
年
齢
で
即
位
な
さ
る
の
で
、
こ
れ
も
め
で
た
い
将
来
が
約

束
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
同
じ
二
十
三
日
に
、
　い
ん
ご
う

院
号　
が

定
め
ら
れ
、
今
回
ご
退
位
に
な
っ
た
方
（
順
徳
天
皇
）
を
　し
ん
い
ん

新
院　
と

お
呼
び
し
、
　あ
に
ぎ
み

兄
君　
の
院
（
土
御
門
上
皇
）
を
　な
か中　
の
　い
ん院　
と
申
し
上

げ
、
　ち
ち
ぎ
み

父
君　
の
院
（
後
鳥
羽
上
皇
）
を
　ほ
ん
い
ん

本
院　
と
お
呼
び
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
　い
え
ざ
ね

家
実　
の
大
臣
は
関
白
で
し
た
が
、
ご

　じ
ょ
う
い

譲
位　
の
と
き
に
　さ
だ
い
じ
ん

左
大
臣　
　み
ち
い
え

道
家　
の
大
臣
が
、
　せ
っ
し
ょ
う

摂
政　
に
ご
就
任
な
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
あ
の
鎌
倉
の
若
君
の
父
君
で
す
。

近
衛
家
実
は
、
承
久
の
変
前
後
、
鎌
倉
幕
府
と
朝
廷
の
関
係
の
修
復
に
努

め
ま
し
た
。
そ
の
事
績
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
猪
熊
関
白
記
』
を
残
し
た
こ
と

で
有
名
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
基
礎
史
料
と
し
て
重
要
で
す
。

『
山
城
名
勝
志
』
は
、『
金
剛
佛
子
叡
尊
感
身
學
正
記
』
の
弘
安
二
年
〔
一

二
七
九
〕
十
一
月
廿
六
日
（
叡
尊
七
十
九
歳
）
の
条
を
次
の
よ
う
に
引
用
し

て
い
ま
す
（
振
り
が
な
な
ど
を
補
い
ま
し
た
）。

　リ
テ
依
二　
殿
　ノ下　
御
　ニ

、
請
一　

　リ參
二　
　ノ猪　
熊
　ニ

、
殿
一　

　テ於
二　
御
　ニ堂
一　
　リ入
二　
見
　ニ

、
參
一　

　ル奉　
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ケ

レ

授
二　
五
　ヲ

、
戒
一　
別
受

『
山
城
名
勝
志
』、
大
島
武
好
、
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
五
〕、『
改
定
史
籍
集
覧
』
二

二
巻
、
近
藤
瓶
城
編
、
臨
川
書
店
（
一
九
八
四
）、
新
加
通
記
類
第
一
八
。

（
書
き
下
し
文
）

　で
ん
か

殿
下　
の
　ぎ
よ
せ
い

御
請　
に
よ
り
て
、
　ゐ猪　
の
　く
ま
ど
の

熊
殿　
に
　ま
ゐ參　
り
、
　み
だ
う

御
堂　
に
　お於　
い
て
、

　け
ん
ざ
ん

見
參　
に
入
り
、
　ご
か
い

五
戒　
を
　さ
ず授　
け
　
た
て
ま
つ
奉　
る
。
別
受
。

ま
た
、『
感
身
學
正
記
』
の
弘
安
七
年
〔
一
二
八
四
〕
四
月
六
日
（
叡
尊

八
四
歳
）
の
条
に
も
、「
　リ參
二　
　ノ猪　
熊
　ニ殿
一　
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
叡
尊
（
建

仁
元
年
〔
一
二
〇
一
〕
〜
正
応
三
年
〔
一
二
九
〇
〕）
は
、
西
大
寺
を
拠
点

に
真
言
律
宗
を
広
め
た
僧
。
鎌
倉
新
仏
教
に
対
し
て
、
南
都
仏
教
（
律
宗
）

の
革
新
を
目
差
し
た
も
の
。

弘
安
二
年
〔
一
二
七
九
〕
に
は
、
近
衛
基
平
（
近
衛
家
実
の
孫
、
寛
元
四

年
〔
一
二
四
六
〕
〜
文
永
五
年
〔
一
二
六
八
〕）
は
す
で
に
な
く
、
長
男
の
家

基
の
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
殿
下
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
摂
政
・
関
白
で
す

が
、
家
基
は
ま
だ
関
白
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
（
関
白
就
任
は
正
応
二
年
〔
一

二
九
三
〕）。『
感
身
學
正
記
』
が
回
想
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
か

ら
、
猪
熊
殿
が
家
基
で
あ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
誰
が
伝
領
し

て
い
た
か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
叡
尊
が
授
戒
し
た
人
物
は
、
家
基
か
も
し

れ
ま
せ
し
、
別
人
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
切
れ
ま
せ
ん
。
叡
尊
が
授
戒
し
た

人
物
は
、「
別
受
」
と
わ
ざ
わ
ざ
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
出
家
の
戒
法
を

授
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
も
、
こ
の
仮
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
別

受
を
受
け
た
の
は
、
年
代
か
ら
考
え
て
、
近
衛
基
平
の
次
男
で
あ
り
、「
猪

熊
一
位
入
道
」
と
呼
ば
れ
た
近
衛
　か
ね
の
り

兼
教　
（
文
永
四
年
〔
一
二
六
七
〕
〜
延
元

元
年
〔
一
三
三
六
〕）
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

上
記
の
推
定
は
、
近
衛
家
実
―
兼
経
―
基
平
―
家
基
（
弟
は
兼
教
）
の
系

統
が
、
猪
熊
殿
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
、
勅
撰
集
に
歌
を
残
し
て
い
る
の
は
、
基
平
と
兼
教
。
次
に
引
用
す
る
の

は
、
兼
教
の
歌
。

近
衛
関
白
か
く
れ
て
の
ち
こ
も
り
ゐ
て
年
ひ
さ
し
く
は
り
侍
り
け
る

　こ
ろ比　
、
花
の
歌
よ
み
侍
り
け
る
中
に

従
一
位
兼
教

春
し
ら
ぬ
う
き
身
も
か
な
し
い
に
し
へ
に

つ
ら
ね
し
枝
の
花
に
別
れ
て

玉
葉
集
巻
第
一
七
雑
歌
四
・
二
三
〇
七

新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
三

　こ
と
ば
が
き

詞
書　
に
出
て
く
る
近
衛
関
白
と
は
、父
親
の
近
衛
基
平
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

蒙
古
来
襲
の
と
き
に
返
書
を
ど
う
す
る
か
の
一
件
で
活
躍
し
た
御
仁
で
す

が
、
二
十
代
前
半
で
疫
痢
で
死
亡
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
の
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
「
北
条
時
宗
」
で
は
切
腹
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
劇
的

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
だ
け
に
史
実
を
曲
げ
る
の
は
ど
う
か
と
感
じ
ま
す
。

若
く
し
て
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
十
歳
か
ら
書
き
始
め
た
『
深
心
院
関
白

記
』
を
残
し
て
い
る
こ
と
や
、
歌
人
と
し
て
も
有
名
で
す
。

筆
者
の
目
論
見
は
、「
猪
熊
殿
に
か
か
わ
り
の
あ
る
、
和
歌
に
長
じ
た
人

の
中
に
、
柿
本
人
麿
を
祭
っ
た
祠
を
建
て
た
人
が
い
る
に
違
い
な
い
の
で
、

そ
れ
を
探
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
調
べ
ま
し
た

が
、
こ
れ
以
上
の
史
料
が
見
つ
か
ら
ず
、
お
手
上
げ
で
す
。
誰
が
建
て
た
か

は
特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
鎌
倉
時
代
、
猪
熊
殿
に
人
丸
社
（
柿
本
社
）
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
荒
廃
し
て
い
た
の
を
、
室
町
時
代
始
め
に
本
國
寺
が
で

き
た
と
き
に
再
興
し
て
境
内
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
筋
書
き
は
確
か
で
す
。

こ
の
人
丸
社
（
柿
本
社
）
の
　な
ご
り

名
残　
が
、
現
在
も
柿
本
町
と
い
う
町
名
に
残
っ
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て
い
る
の
で
す
か
ら
、
京
都
の
奥
深
さ
は
た
い
し
た
も
の
で
す
。

■

旧
堀
川
沿
い

冒
頭
の
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
碑
の
と
こ
ろ
に
戻
っ
て
、
今
度
は
、

淳
風
小
学
校
の
南
側
、
花
屋
町
通
を
辿
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
花
屋
町
通

の
こ
の
部
分
は
、
明
治
一
五
年
〔
一
八
八
二
〕
に
新
設
さ
れ
た
道
路
で
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
で
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
開
通
の
記
念
の
た
め
に

「
新
開
道
路
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

花
屋
町
堀
川
の
西
北
の
角
は
、
旧
堀
川
（
今
は
堀
川
通
西
側
の
歩
道
下
の

暗
渠
）
の
流
路
に
沿
っ
て
歩
道
が
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
一
休
み
。
折
良
く
西
本
願
寺
の
宿
泊
施
設
「
　も
ん
ぼ
う

聞
法　
会
館
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ロ
ビ
ー
の
喫
茶
で
抹
茶
を
一
杯
。
菓
子
が
付
い
て
い
ま
す
（
門
徒
で

な
く
と
も
利
用
で
き
ま
す
）。

甘
い
も
の
で
元
気
が
出
た
の
で
、
も
う
一
歩
き
。
聞
法
会
館
の
出
て
す
ぐ

北
、
堀
川
通
西
側
歩
道
脇
の
植
え
込
み
の
中
。
ほ
ぼ
六
条
通
の
延
長
上
に
、

「
従
是
南
六
条
御
境
内
」
と
い
う
道
標
が
建
っ
て
い
ま
す
。
六
条
御
境
内
と

い
う
の
は
、
西
本
願
寺
の
境
内
の
こ
と
。
駒
札
の
本
文
は
正
確
に
は
判
読
で

き
ま
せ
ん
が
、
西
本
願
寺
が
こ
の
地
を
寄
進
さ
れ
た
由
来
が
書
か
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
の
末
尾
に
、「
堀
川
改
修
工
事
に
あ
た
り
発
掘
。
昭
和
五
九

年
七
月
七
日
」
と
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
こ
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
の
は
堀
川
の
西
岸
で
す
か

ら
、
本
圀
寺
裏
の
真
ん
中
あ
た
り
に
当
た
り
ま
す
。
表
記
通
り
西
本
願
寺
の

境
内
と
い
う
の
な
ら
ば
、
ど
う
も
位
置
が
お
か
し
い
。
こ
の
道
標
の
す
ぐ
北

側
に
、
第
2
回
の
後
半
で
紹
介
し
た
「
左
女
牛
井
之
跡
」
の
碑
が
あ
り
ま

「
従
是
南
六
条
御
境
内
」
の
碑

す
。
こ
の
碑
も
堀
川
の
東
岸
に
設
置
す
べ
き
も
の
で
す
か
ら
、
同
様
に
「
従

是
南
六
条
御
境
内
」
の
道
標
も
、
も
と
も
と
は
堀
川
の
東
岸
に
設
置
し
た

あ
っ
た
と
考
え
る
と
辻
褄
が
あ
い
ま
す
。
醒
ヶ
井
通
（
現
在
、
は
堀
川
通
に

吸
収
さ
れ
て
い
る
）
に
西
面
す
る
片
側
町
と
し
て
　が
ん
じ
つ
ち
ょ
う

元
日
町　
が
あ
り
ま
す
が
、

か
っ
て
は
西
本
願
寺
寺
内
町
で
し
た
。
こ
の
寺
内
町
の
北
辺
に
、
こ
の
道
標

が
設
置
し
て
あ
っ
た
と
考
え
て
も
無
理
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

■

五
条
通
よ
り
北
の
旧
本
圀
寺
寺
内

本
圀
寺
の
境
内
は
、
五
条
通
が
で
き
た
た
め
に
、
南
北
に
分
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
度
は
、
五
条
通
よ
り
北
の
部
分
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
五
条
大
宮
の
交
差
点
か
ら
少
し
東
に
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、「
五
條

通
大
宮
東
入
南
門
前
町
」
2©
の
看
板
を
見
つ
け
ま
し
た
。
し
て
み
る
と
、
仁

丹
看
板
を
取
り
付
け
た
時
点
（
明
治
終
わ
り
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
と
お
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町
名
看
板
の
所
在
（
旧
本
圀
寺
付
近
・
五
条
通
よ
り
北
）

も
わ
れ
る
）
で
は
、
す
で
に
五
条
通
が
開
設
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
上
で
引
用
し
た
明
治
四
年
〔
一
八
七
一
〕
の
『
寺
地
画
図
』
で
は
、

こ
の
部
分
の
五
条
通
は
開
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
い
つ
頃
開
設
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
気
に
な
り
だ
し
ま
し
た
。

第
18
回
で
は
、
豆
之
子
稲
荷
や
諏
訪
神
社
の
近
辺
を
説
明
す
る
た
め
に
、

『
京
都
指
掌
圖
文
久
改
正
』〔
一
八
六
二
年
〕
を
引
用
し
て
、
そ
の
部
分
図
を

使
い
ま
し
た
。
念
の
た
め
に
、
東
北
の
地
域
を
再
び
日
文
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ご
じ
ょ
う
ど
お
り

五
條
通　

　お
お
み
や

大
宮　
　ひ
が
し
い
る

東
入　

　み
な
み
も
ん
ぜ
ん
ち
ょ
う

南
門
前
町　
2©

ジ(http://
tois.nichibun.ac.jp/

chizu/im
ages/002813426.htm

l)

か
ら
か
ら
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
図
で
は
、
明
治
四
年
〔
一

八
七
一
〕
の
『
寺
地
画
図
』
と
同
様
に
五
条
通
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ

の
図
の
右
半
分
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
元
治
元
年
〔
一
八
六

四
〕
七
月
　
は
ま
ぐ
り
蛤　
御
門
の
変
（
禁
門
の
変
）
に
よ
る
ど
ん
ど
ん
焼
で
焼
失
し
た
地

域
を
示
し
て
い
ま
す
。

次
に
示
す
の
が
、
肝
心
の
古
地
図
。
日
文
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

tois.nichibun.ac.jp/
chizu/im

ages/17.htm
l)

か
ら
、明
治
一
一
年〔
一

八
七
八
〕
の
『
精
撰
増
補
京
都
詳
細
図
』
の
本
圀
寺
付
近
を
切
り
取
っ
て
示

し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
地
図
は
、
当
時
の
行
政
区
が
四
色
（
黄
色
・
灰

色
・
ピ
ン
ク
・
マ
ゼ
ン
タ
）
で
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
ゼ
ン
タ
色
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『
京
都
指
掌
圖
文
久
改
正
』〔
一
八
六
二
年
〕
の
本
圀
寺
付
近

『
精
撰
増
補
京
都
詳
細
図
』〔
一
八
七
八
年
〕
の
本
圀
寺
付
近

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
地
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
、

一
部
を
切
り
取
り
加
工
）

で
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
下
京
第
一
七
区
で
、
そ
の
堀
川
以
西
（
旧
六
条
本
圀

寺
の
寺
内
）
が
柿
本
町
で
す
。
マ
ゼ
ン
タ
色
の
と
こ
ろ
を
よ
く
見
る
と
「
五

条
•　新
街
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
こ
の
時
点
で
五
条
通
が
開
通
し
て
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
明
治
四
年
〔
一
八
七
一
〕
か
ら

明
治
一
一
年
〔
一
八
七
八
〕
の
間
に
五
条
通
が
開
通
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

わ
け
で
す
。
し
か
も
五
条

•　新
街
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
明
治
一
〇
年
〔
一
八
七

七
〕

•　頃
に
　つ
う通　
じ
た
と
い
っ
て
お
い
て
ま
ち
が
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
並
べ
た
二
つ
の
図
で
は
、
本
圀
寺
と
西
本
願
寺
の
間
に
は
、
堀
川

か
ら
分
岐
し
た
水
路
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
路
の
と
こ
ろ
に
、
花
屋
町

通
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
、
第
14
回
で
述
べ
た
通
り
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

花
屋
町
の
開
通
を
記
念
し
た
「
新
開
道
路
碑
」（
明
治
十
五
年
〔
一
八
八
二
〕

設
置
）
で
は
、「
　し
も
ぎ
ょ
う

下
京　
の
　し
が
い

市
街　
、
東
西
に
達
し
直
通
す
る
は
、
四
条
な
り
、
松

原
な
り
、
五
条
な
り
、
七
条
な
り
。」
と
し
て
、
東
西
の
通
り
を
列
挙
し
た

中
に
、
開
通
し
た
て
の
五
条
通
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■

本
圀
寺
と
朝
鮮
通
信
使

五
条
通
か
ら
北
へ
猪
熊
通
に
入
る
と
、
そ
こ
は
旧
六
条
本
圀
寺
の
塔
頭
が

並
ん
で
い
ま
す
。
真
如
院
〔
眞
如
院
〕、
了
光
院
、
智
了
院
。
万
寿
寺
通
（
の

延
長
）
と
の
十
字
路
に
で
ま
す
。
西
北
の
一
帯
は
、
六
条
本
圀
寺
が
あ
っ
た

と
き
か
ら
続
い
て
い
る
墓
地
も
、
今
で
は
市
街
地
の
中
。
市
街
地
と
し
て
は

不
釣
り
合
い
く
ら
い
に
広
い
一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。
万
寿
寺
通
に
沿
っ
て

北
側
に
、
智
光
院
。
そ
の
南
の
地
域
に
は
、
一
音
院
、
久
成
院
、
瑞
雲
院
。

万
寿
寺
通
を
東
へ
、
堀
川
通
に
出
る
直
前
に
、
本
圀
寺
東
門
跡
の
題
目

碑
。
ち
ょ
う
ど
、
堀
川
警
察
署
（
下
京
区
堀
川
通
松
原
下
ル
柿
本
町
）
の
南
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本
圀
寺
題
目
碑
（
東
門
跡
）

駒
札

に
当
た
り
ま
す
。
題
目
碑
の
傍
ら
の
駒
札
に
は
、
本
圀
寺
が
朝
鮮
通
信
使
の

宿
舎
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
十
二
回

来
日
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
続
い
た
の
に
は
、
日
朝
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
徳
川
幕
府
を
日
本
の
正
統
政
権
で
あ
る
こ
と
を
認

め
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
側
（
江
戸
幕
府
側
）
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
京
都
に
宿
泊
し
て
い
な
が
ら
天
皇
と
は
会
見
し
て
い

な
い
と
い
う
事
実
。
朝
鮮
側
に
と
っ
て
は
、
清
国
と
日
本
に
は
さ
ま
れ
た
国

と
し
て
の
安
全
保
障
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
メ
ル
マ
ガ
コ
ラ
ム
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.kyoto.jp/kaidai/m

aga-k.htm
l

で
は
、「
京
の
風
景

（
江
戸
時
代
編
）」vol.5

と
題
し
た
京
都
府
立
大
学
・
総
合
資
料
館
共
同
研

究
「
正
徳
元
年
諸
事
日
記
」（
古
久
保
家
文
書
よ
り
）
の
解
説
。
町
代
（
下

西
陣
組
）
と
し
て
京
都
町
奉
行
所
と
の
連
絡
に
当
た
っ
た
古
久
保
家
の
公
務

日
記
で
す
。
具
合
の
よ
い
こ
と
に
、
朝
鮮
通
信
使
関
係
の
記
事
が
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

正
徳
元
年
〔
一
七
一
一
〕
に
徳
川
家
宣
将
軍
襲
職
の
祝
賀
た
め
来
日
し
た

朝
鮮
通
信
使
は
、
総
勢
五
百
名
（
内
一
二
九
名
は
、
帰
路
の
船
の
整
備
の

た
め
大
阪
に
残
留
）。
十
二
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
六
条
本
圀
寺
に
滞
在
し

ま
し
た
。
京
都
で
の
行
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
お
触
れ
に
関
す
る
記
事
で
す

（
振
り
が
な
は
、
筆
者
が
現
代
か
な
遣
い
で
付
け
た
も
の
）。

十
二
月
九
日
　ち
ょ
う
せ
ん
じ
ん

朝
鮮
人　
ニ
　つ
き付　
、
三
条
通
四
条
通
、
　ふ
だ
ど
も

札
共　

　と
り
い
れ
お
き
そ
う
ろ
う
ぶ
ん

取
入
置
候
分　

　な
ら
び
に

并　
　ぎ
ゅ
う
ば
の
く
い
の

牛
馬
杭　
　儀義　
も
、
　ま
え
の
と
お
り
た
て
お
き
そ
う
ろ
う
よ
う

前
之
通
立
置
候
様　

ニ
と
町
々
へ
　も
う
し
わ
た
し
そ
う
ろ
う
よ
う

申
渡
候
様　
ニ
と
新
家
方
よ
り
　お
う
せ
わ
た
さ
れ
そ
う
ろ
う

　被
二　
仰
　渡
一　
候　

新
家
方
と
は
、
京
都
町
奉
行
所
で
土
地
・
道
路
管
理
を
お
こ
な
っ
た
職
務
。

外
国
か
ら
の
賓
客
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
立
て
看
板
や
牛
馬
を
繋
ぐ
杭
を

一
時
的
に
取
り
除
く
な
ど
、
町
中
を
こ
ぎ
れ
い
に
片
づ
け
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
ね
。

■

名
水
と
名
石

堀
川
の
東
岸
に
は
、
有
名
な
「
左
女
牛
井
」
が
あ
り
ま
し
た
（
第
2
回
参

照
）。
同
じ
水
系
で
す
か
ら
当
然
の
こ
と
、
対
岸
の
六
条
本
圀
寺
に
も
、
た

く
さ
ん
の
名
水
が
湧
き
出
て
い
ま
し
た
。
拾
遺
名
所
図
絵
一
巻
に
記
載
が
あ

る
も
の
は
、「
　か
め
ゐ

亀
井　
」（
本
圀
寺
内
、
本
堂
の
西
）、「
　つ
る
が
ゐ

鶴
井　
」（
本
圀
寺
多
門
院

内
、
織
田
有
楽
齋
茶
の
湯
に
可
な
り
と
て
こ
れ
を
賞
す
）、「
　ま
つ
か
げ
の
ゐ

松
蔭
井　
」（
本

圀
寺
持
珠
院
内
）、「
　し
ん
に
ょ
す
ゐ

真
如
水　
」（
本
圀
寺
真
如
院
内
、
寺
号
こ
の
井
よ
り
お

こ
る
）
で
す
。
真
如
院
は
、
も
と
も
と
は
岩
上
通
五
条
上
ル
西
側
に
あ
り
ま
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真
如
院

し
た
が
、
昭
和
二
四
年
〔
一
九
四
九
〕
に
隣
接
し
て
い
た
明
徳
高
校
（
現
在

は
西
京
区
へ
移
転
）
の
拡
張
に
と
も
な
い
、
持
珠
院
跡
に
移
転
し
ま
し
た
の

で
、
真
如
水
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
そ

の
ほ
か
の
名
水
も
現
在
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

真
如
院
（
下
京
区
猪
熊
通
五
条
上
ル
柿
本
町
）
に
つ
い
て
は
、
枯
山
水
庭

園
が
有
名
で
す
。
板
状
の
石
を
鱗
状
に
敷
き
詰
め
て
、
川
の
流
れ
を
表
現
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
。『
都
林
泉
名
所
図
会
』
巻
一
に
挿
絵
が
あ
り
ま
す

の
で
、
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
挿
絵
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
の
境
目
、
垂
直
中
ほ
ど

に
「
瓜
実
實
燈
籠
」
の
短
冊
が
あ
り
、
そ
の
下
に
、
燈
籠
の
図
が
載
っ
て
い

ま
す
。

現
在
の
庭
園
は
、
真
如
院
が
現
在
地
に
移
転
し
た
あ
と
、
昭
和
三
六
年

『
都
林
泉
名
所
図
会
』
巻
之
一
（
寛
政
一
一
年
〔
一
七
九
九
〕）

真
如
院
の
図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

よ
り
引
用
）
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〔
一
九
六
一
〕
に
、
残
っ
た
石
組
な
ど
を
使
っ
て
、
こ
の
挿
絵
を
参
考
に
し
て

復
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。
作
庭
は
重
森
三
玲
。
通
常
は
非
公
開
で
す
が
、
最

近
は
ほ
ぼ
毎
年
特
別
拝
観
が
あ
る
よ
う
で
す
（
平
成
二
一
年
〔
二
〇
一
〇
〕

は
、
一
〇
月
二
九
日
〜
一
一
月
三
日
に
特
別
公
開
の
予
定
）。

『
拾
遺
都
名
所
図
会
』巻
一
に
は
、真
如
院
に
烏
帽
子
の
形
に
似
た
　え
ぼ
し
い
し

烏
帽
子
石　

が
あ
る
と
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
石
と
足
利
義
昭
と
の
因
縁
を
述
べ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、『
都
林
泉
名
所
図
会
』
巻
一
で
は
、
足
利
義
昭
が
烏
帽
子

を
か
け
た
こ
と
に
話
が
変
わ
っ
て
お
り
、
　え
ぼ
し
か
け
い
し

烏
帽
子
掛
石　
と
い
う
名
前
で
、
挿

絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
は
、
瓜
実
燈
籠
な
ど
と
と
も
に
、
今
も

真
如
院
に
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

■

狂
言
「
宗
論
」

狂
言
の
「
　し
う
ろ
ん

宗
論　
」
に
も
「
　ほ
ん
こ
く
じ

本
国
寺　
」
の
僧
が
出
て
き
ま
す
（『
狂
言
記
』（
万

治
三
年
〔
一
六
六
〇
〕）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
八
、
岩
波
書
店
（
一
九

九
六
））。
　し
ゅ
う
ろ
ん

宗
論　
と
は
、
仏
教
の
宗
派
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
宗
義
上
の
討
論
・

論
争
の
こ
と
。
狂
言
の
「
　し
う
ろ
ん

宗
論　
」
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　め
う
ほ
う
れ
ん
げ
き
や
う

妙
法
蓮
華
経　
　
法
華
経
の
経
の
字
を
ぎ
や
う
せ
ん
と
は
人
の
　お
も思　

ふ
ら
ん
　
「
　ま
か
り
い
で

罷
出　
た
る
は
都
　ほ
ん
こ
く
じ

本
国
寺　
の
坊
主
で
御
ざ
る
、
　こ
の
た
び

此
度　
　お
も思　

ひ
　た
ち立　
、
　か

い
甲
斐　
の
　み
の
ぶ

身
延　
を
　さ
ん
け
い

参
詣　
　い
た致　
し
、
　た
だ
い
ま

唯
今　
　げ
こ
う
だ
う

下
向
道　
で
御
ざ
る
。」

と
登
場
し
た
法
華
僧
と

　な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

南
無
阿
弥
陀
仏　
の
　む
つ六　
の
字
を
　
む
つ
か
し
く
人
や
　お
も思　
ふ
ら
ん
　

「
罷
出
た
る
は
東
山
　く
ろ
だ
に

黒
谷　
の
　ぐ
そ
う

愚
僧　
で
御
ざ
る
、
　し
な
の
の
く
に

信
濃
国　
　ぜ
ん
く
わ
う
う
じ

善
光
寺　
へ

参
り
、
　た
だ
い
ま

唯
今　
　げ
こ
う
だ
う

下
向
道　
で
御
ざ
る
。」

と
登
場
し
た
浄
土
僧
が
同
道
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宿
に
着
い
て
、
宗
論

を
始
め
ま
す
。
最
初
は
、
な
ん
と
か
し
て
相
手
を
説
き
伏
せ
よ
う
と
し
ま
す

が
、
そ
こ
は
狂
言
の
こ
と
、
双
方
と
も
野
菜
に
か
こ
つ
け
た
滑
稽
な
論
を
展

開
し
ま
す
。
浄
土
僧
が
一
遍
上
人
の
　お
ど踊　
り
念
仏
を
思
い
出
し
て
、「
　な南　
も
う

だ

く
」
と
　み
ょ
う
ご
う

名
号　
を
唱
え
て
踊
り
念
仏
を
始
め
ま
す
と
、
法
華
僧
も
負
け
じ

と
「
蓮
華
経

く
」
と
　だ
い
も
く

題
目　
を
唱
え
始
め
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
こ
ん
が
ら

が
っ
て
、
双
方
が
名
号
と
題
目
を
取
り
違
え
て
し
ま
い
ま
す
。
双
方
「
是
は

い
か
な
事
、
　と
り
ち
が
へ

取
違　
え
て
の
け
た
」
と
動
転
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
下

げ
は
、「
法
華
・
阿
弥
陀
・
観
世
音
は
い
ず
れ
も
釈
迦
が
成
り
変
わ
っ
た
姿

で
あ
る
か
ら
隔
て
が
な
い
。
双
方
の
名
前
を
時
宗
の
法
号
風
に
妙
阿
弥
陀
仏

と
し
な
さ
い
」
と
。「
宗
論
は
ど
ち
ら
が
負
け
て
も
釈
迦
の
恥
」
と
川
柳
に

も
あ
り
ま
す
。
落
語
の
「
宗
論
」
は
、
こ
の
話
を
現
代
風
に
換
骨
奪
胎
し

て
、
浄
土
真
宗
の
親
と
キ
リ
ス
ト
教
の
息
子
に
置
き
換
え
て
い
て
お
も
し
ろ

い
。
こ
ち
ら
の
下
げ
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、「
宗
論
は
ど
ち
ら
が
負
け
て
も

•　神
（

•　仏
）
の
恥
」
と
ゆ
か
な
い
と
こ
ろ
が
む
ず
か
し
い
（

•　神
あ
る
い
は

•　仏
に

共
通
認
識
が
な
い
た
め
で
す
）。

■

松
原
通
の
こ
の
あ
た
り

こ
の
あ
た
り
の
松
原
通
は
、
堀
川
通
の
拡
幅
で
分
断
さ
れ
た
形
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
も
と
も
と
第
3
回
で
紹
介
し
た
松
原
京
極
商
店
街
の
つ
づ
き
で

す
。
南
側
に
、
ま
る
き
製
パ
ン
所
。
レ
ト
ロ
な
看
板
が
目
印
。
ハ
ム
ロ
ー
ル

や
ハ
ム
エ
ッ
グ
な
ど
の
ほ
か
に
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
餡
が
入
っ
た
あ
ん
パ
ン
。

写
真
を
撮
っ
て
い
る
間
も
、
女
子
学
生
、
主
婦
な
ど
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
店

を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
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松
原
通
の
こ
の
あ
た
り

ま
る
き
製
パ
ン
所

五
香
湯

き
も
の
悉
皆

つ
い
で
に
、
銭
湯
「
　ご五　
　こ
う香　
　ゆ湯　
」（
黒
門
通
五
条
上
ル
柿
本
町
）。「
　ご五　
　こ
う香　
　と
う湯　
」

は
、
漢
方
の
有
名
な
配
合
で
す
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
塩
風
呂
、
泡
風
呂
、

薬
風
呂
、
水
風
呂
、
サ
ウ
ナ
の
五
種
を
銭
湯
料
金
で
楽
し
め
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
か
ら
少
し
北
へ
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
、「
き
も
の
　し
っ
か
い

悉
皆　
」
の
　の
れ
ん

暖
簾　
。「
悉

皆
」
が
珍
し
い
の
で
、
写
真
を
と
り
ま
し
た
。「
悉
皆
屋
」
は
「
よ
ろ
ず
や
」

の
意
で
、
着
物
に
関
す
る
　あ
つ
ら誂　え
、
し
み
抜
き
、
洗
い
張
り
、
柄
足
し
、
染
め

替
え
な
ど
、
よ
ろ
ず
の
こ
と
を
受
け
持
つ
職
業
で
す
。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
20
回
）2010/07/21
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